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第５９回全国植樹祭・６月１５日

 

１
０
０
日
前
イ
ベ
ン
ト 

◇ 

記
念
式
典
合
同
練
習 

◇ 

お
野
立
所
建
設
な
ど
取
り
組
み
進
む 

▲100日前イベントでは、本市ならではの自然の恵

みを使った「山菜加工味自慢大会」も行われました 

                 

　
第
59
回
全
国
植
樹
祭
は
、
２
月
12
日
、

東
京
都
で
開
か
れ
た
国
土
緑
化
推
進
機

構
の
特
別
委
員
会
で
実
施
計
画
が
承
認

さ
れ
、
式
典
会
場
の
建
設
、
出
演
者
に

よ
る
合
同
練
習
な
ど
、
開
催
に
向
け
て
ハ
ー

ド
・
ソ
フ
ト
両
面
で
着
々
と
準
備
が
進

め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

　
北
秋
田
地
域
振
興
局
で
は
、
同
植
樹

祭
へ
の
関
心
を
段
階
的
に
高
め
よ
う
と
、

３
月
８
日
、
１
０
０
日
前
イ
ベ
ン
ト
を

実
施
、
自
然
環
境
の
保
護
な
ど
を
啓
発

す
る
「
米
代
川
流
域
水
と
緑
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
」
活
動
と
合
わ
せ
、
市
内
外
に
植
樹
祭

を
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。 

　
パ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
の
玄
関
前
で
行
わ

れ
た
開
会
式
で
は
、
は
じ
め
に
秋
田
市

の
舞
踊
サ
ー
ク
ル
「
ヤ
ー
ト
セ
秋
田
酔

楽
天
」
が
、
よ
さ
こ
い
鳴
子
踊
り
を
秋

田
音
頭
で
ア
レ
ン
ジ
し
た
「
ヤ
ー
ト
セ

踊
り
」
の
演
舞
で
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
を
飾

り
ま
し
た
。 

　
セ
ン
タ
ー
内
で
は
、
２
階
大
ホ
ー
ル

を
会
場
に
、
大
館
北
秋
田
森
林
組
合
が

主
催
す
る
「
山
菜
加
工
品
味
自
慢
大
会
」

や
、
世
界
第
２
の
高
峰
「
Ｋ
２
」
日
本

人
初
の
女
性
登
頂
者
と
な
っ
た
秋
田
市

出
身
の
小
松
由
佳
さ
ん
の
記
念
講
演
な

ど
が
行
わ
れ
、
多
く
の
来
場
者
が
詰
め

掛
け
ま
し
た
。 

   

　
こ
の
う
ち
山
菜
加
工
品
味
自
慢
大
会
は
、

オ
リ
ジ
ナ
ル
の
料
理
レ
シ
ピ
に
よ
る
家

庭
料
理
の
味
自
慢
大
会
。
北
秋
田
地
方

な
ら
で
は
の
「
自
然
の
恵
み
」
を
使
っ

た
加
工
食
品
の
開
発
を
ね
ら
い
と
し
て

企
画
さ
れ
た
も
の
で
す
。 

　
大
会
に
は
32
人
か
ら
46
品
目
の
応
募

が
あ
り
、
料
理
レ
シ
ピ
に
よ
る
一
次
選

考
を
経
た
７
人
９
品
目
が
こ
の
日
の
二

次
選
考
に
残
り
ま
し
た
。
外
観
、
食
味
、

ア
イ
デ
ア
、
商
品
化
の
可
能
性
な
ど
を

基
準
に
審
査
し
た
結
果
、
最
優
秀
賞
に

は
鈴
木
グ
レ
ン
タ
さ
ん
（
阿
仁
中
村
）、

優
秀
賞
に
若
松
明
子
さ
ん
（
大
館
市
）、

優
秀
賞
に
加
藤
久
子
さ
ん
（
阿
仁
比
立
内
）、

審
査
委
員
長
特
別
賞
に
織
田
カ
チ
エ
さ

ん
（
根
森
田
）
が
選
ば
れ
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
記
念
講
演
の
講
師
を
務
め
た

小
松
さ
ん
は
中
国
と
パ
キ
ス
タ
ン
の
国

境
に
あ
る
「
Ｋ
２
」
制
覇
の
体
験
談
を

披
露
し
な
が
ら
、
登
山
と
大
自
然
へ
の

熱
き
思
い
を
語
り
ま
し
た
。 

　
こ
の
中
で
小
松
さ
ん
は
、「
私
の
山
登

り
の
原
点
は
す
が
す
が
し
い
空
気
と
緑

あ
ふ
れ
る
風
景
。
地
元
秋
田
の
山
々
と

ブ
ナ
の
原
生
林
な
ど
は
宝
物
の
存
在
。

皆
で
愛
し
、
大
切
に
守
り
育
て
て
行
き

ま
し
ょ
う
」
と
、
秋
田
の
自
然
の
豊
か

さ
と
守
り
伝
え
る
こ
と
の
大
切
さ
を
訴

え
て
い
ま
し
た
。 

　
こ
の
ほ
か
、
会
場
に
は
廃
油
石
け
ん

づ
く
り
の
体
験
コ
ー
ナ
ー
が
設
け
ら
れ
、

米
代
川
流
域
水
と
緑
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

会
員
、
竜
森
小
学
校
の
児
童
な
ど
の
、

自
治
会
や
家
族
で
申
し
込
ん
だ
各
グ
ル
ー

プ
が
、
講
師
の
指
導
を
受
け
な
が
ら
廃

油
と
苛
性
ソ
ー
ダ
な
ど
を
利
用
し
て
作

る
石
け
ん
づ
く
り
に
真
剣
に
取
り
組
ん

で
い
ま
し
た
。 

　
ま
た
屋
外
で
は
、
秋
田
杉
の
大
木
に
チ
ェ

ン
ソ
ー
で
彫
刻
す
る
チ
ェ
ン
ソ
ー
ア
ー

ト
の
実
演
が
行
わ
れ
、
何
種
類
も
の
チ
ェ

ン
ソ
ー
を
器
用
に
操
り
、
ふ
く
ろ
う
な

ど
の
形
に
仕
上
げ
る
妙
技
に
、
多
く
の
ギ
ャ

ラ
リ
ー
が
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。 

   

　
式
典
会
場
と
な
る
北
欧
の
杜
公
園
南

側
の
大
芝
生
広
場
で
は
現
在
、
天
皇
皇

后
両
陛
下
が
ご
臨
席
に
な
る
施
設
「
お

野
立
所
」
と
付
帯
施
設
の
建
設
が
進
め

ら
れ
て
い
ま
す
。 

　
式
典
会
場
の
イ
メ
ー
ジ
は
、
「
水
と

緑
の
ふ
る
さ
と
・
秋
田
」
。
建
物
や
備

品
に
は
秋
田
杉
な
ど
秋
田
の
多
様
な
木

製
品
が
使
わ
れ
ま
す
。 

　
お
野
立
所
は
、
秋
田
の
伝
統
家
屋
に

見
ら
れ
る
「
中
門
づ
く
り
」
と
呼
ば
れ

る
様
式
で
、
茅
葺
き
の
入
母
屋
式
屋
根

が
特
徴
。
そ
の
両
翼
に
は
来
場
者
席
を

包
み
込
む
よ
う
に
カ
ー
ブ
を
描
い
た
「
秋

田
杉
の
回
廊
」
が
設
け
ら
れ
、
特
別
招

待
者
席
と
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。 

　
お
野
立
所
は
、
植
樹
祭
終
了
後
も
記

念
施
設
と
し
て
残
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。 

 

　 

 

　
ま
た
、
式
典
で
の
演
奏
、
演
技
、
介

添
え
な
ど
で
出
演
す
る
市
内
各
高
校
・

小
中
学
校
の
合
同
練
習
が
22
・
24
・
25

日
の
３
日
間
、
交
流
セ
ン
タ
ー
や
鷹
巣

中
学
校
な
ど
を
会
場
に
行
わ
れ
、
本
番

に
備
え
ま
し
た
。 

　
22
日
に
は
、
鷹
巣
・
鷹
巣
農
林
・
合
川
・

米
内
沢
の
４
高
校
の
吹
奏
楽
部
が
、
交

流
セ
ン
タ
ー
を
練
習
会
場
に
フ
ァ
ン
フ
ァ
ー

レ
や
「
君
が
代
」
ほ
か
式
典
曲
を
特
訓
し
、

演
奏
技
術
と
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
高
め
ま

し
た
。 

　
24
日
は
、
式
典
で
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ

ン
に
出
演
す
る
演
技
隊
と
介
添
え
の
練

習
会
。
市
内
16
小
学
校
の
５
年
生
２
５

５
人
が
参
加
し
、
鷹
巣
体
育
館
（
演
技
隊
）

と
鷹
巣
農
林
高
校
見
本
林
（
介
添
え
）

を
会
場
に
演
技
の
振
り
付
け
、
介
添
え

を
担
当
す
る
心
構
え
や
動
作
を
学
び
ま

し
た
。 

　
ま
た
25
日
に
は
市
内
５
中
学
校
の
２

年
生
３
２
５
人
が
参
加
し
、
合
唱
（
会
場
・

鷹
巣
中
学
校
）
と
介
添
え
（
鷹
巣
農
林

高
校
見
本
林
）
の
練
習
を
し
ま
し
た
。

　
合
唱
隊
は
会
場
で
、
「
君
が
代
」
や
「
浜

辺
の
歌
」
を
歌
う
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

１
０
０
日
前
イ
ベ
ン
ト
で
Ｐ
Ｒ 

自
然
の
恵
み
「
山
菜
」
を
活
用 

し
た
料
理
味
自
慢
大
会
も 

建
設
が
は
じ
ま
っ
た
式
典
会
場 

の
シ
ン
ボ
ル
「
お
野
立
所
」 

小
中
高
生
は
、
本
番
に
備
え 

式
典
で
の
役
割
を
合
同
練
習 

式典の基本構成（実施計画より抜粋）

■開会前（7:25～） 
招待者入場 
イベントステージ 
環境デザイントークほか 
■プロローグ（10:20～） 
水と緑のリレーメッセージ 
感謝状の贈呈ほか 
■式典（10:56～） 
天皇皇后両陛下御着 
三旗掲揚・国家斉唱 
主催者あいさつ 
天皇陛下のおことば 
表彰 
苗木の贈呈 
天皇皇后両陛下お手植え・お手撒き 
代表者記念植樹・三世代記念植樹 
アトラクション 
大会宣言 
リレーセレモニー 
天皇皇后両陛下ご退席 
■エピローグ（12:05～） 
太鼓演奏ほか 
昼食 
イベントステージ再開（～15：00） 

▲式典でのアトラクション「秋田の森・川・海

～豊かなめぐみの循環」を練習する市内小学

校の児童（３月24日、鷹巣体育館で） 

▲天皇皇后両陛下のお席となる「お野立所」の建設も進んでいます。茅葺

きの入母屋式屋根が特徴。その両翼には「秋田杉の回廊」が設けられます 

▲全国植樹祭の意義や秋田の森づくりなどに
ついて意見交換する小松由佳さん、寺田知事、
岸部市長（１００日前イベントで） 


